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アセチレンの熱分解により得られるカーボンマイクロコイル（CMC）は、スチール製のコイルバネと同様に応力下で容

 

易に伸縮する。コイルの形状・寸法にもよるが、ファイバー径が大きなコイルでは、もとのコイル長さの10-15倍伸長し、

 

もとの長さまで戻る弾性的性質を示す。本研究では、種々の形態・大きさのCMC の機械的特性(S-S特性、バネ定数

 

など)を測定した。また、機械的特性に及ぼす微細構造（非晶質コイルとグラファイト化コイル)の影響を検討した。

As-grown CMCのバネ定数

円形状ＣＭＣの伸びと荷重

電子天秤 支持

 

台

重り

マニピュ

 

レーター

試料 接

 

着

 

剤

炭素繊

 

維

銅線

炭素繊

 

維

粘土

扁平状ＣＭＣの伸びと荷重
Ｇ:

 

剛性率、λo

 

: コイル長さ

CMC/;エポキシ樹脂複合材のs－s曲線
母材のヤング率：〈上）660PMa, (下）

 

0.5 MPa, as-grown CMC:数十MPa.

基板
コイル層厚さ
（～１０ｍｍ）

伸ばす前

15倍に伸した状態

As-grown CMCを伸ばした状態

As-grown CMCの代表的SEM像

規則性CMCの伸びの状態

〈結果）①As-grown CMCの単コイルのバネ定数は、2.5-3.5 x 10-2

 

N/mであった。②1000℃で熱処理すると、バネ定数は5-6 x 10-2

 

N/m

 

に増加した。

 

③コイルを形成しているファイバーの径が大きくな

 

るとバネ定数は大きくなり、コイル径とファイバー径の比が大きく

 

なるほどバネ定数は小さくなる。④CMCを複合材用強化材として用

 

いた場合、ヤング率の小さなマトリックスの場合には複合材の引っ

 

張り強度及びヤング率が2-3倍向上した。
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